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　明治元年 11月５日、明治天皇は一度皇居に入られてから、勅使藤原献

を派遣して、泉岳寺境内の大石内蔵助らの墓前で大石らを讃える「宣」を

読み上げた。

　時代は慶応から明治へ移り、これからの明治時代を治める意味で岩倉、

三条らは赤穂義士の忠義を利用した。この日より旧幕の「赤穂浪士」は晴

れて「赤穂義士」になったのである。この「宣」は、日本国民の 99％には

大
石
神
社
「
義
士
銘
々
伝
」
よ
り
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第 6号 平成 28 年 6 月吉良上野 介は名君ではない事を世に問う記念号⑵

全ては明治天皇の「宣」から始まった



それなりの効果はあったと思うが、残る１％の国民、いわゆる愛知県旧

吉良町（西尾市）の町民には最高の痛手となった。新政府の敵であった

徳川らへの思い、外敵の朝鮮らへの思いは、全て旧幕の佞奸吉良上野介

らへと刃は向けられていったのである。

　困ったのは、旧吉良町の町民である。何も悪事を働いた訳でもないの

に、罪もないのに、町民の生活に多大な影響が押し寄せてきた。町民は、

吉良町以外では働きにくくなり、吉良町出身とは言えなくなり、やむをえず三河出身を名乗って

いた時代が昭和の初め頃まで続いた。このような吉良町不利の状態は、現在の町民の祖父母の方々

は充分知っているはずである。

　筆者も、以上の吉良町の苦境は、吉良町を訪ねた時に、町民から直接何度も聞かされた。

　吉良町の方々には大変気の毒と思うが、そんな状態が昭和 35年頃までは続いていた。

　戦後、忠臣蔵の上演と放映が禁じられた時期もあったが、やがて昭和 39年、爆発的な人気を誇っ

たＮＨＫ大河ドラマ「赤穂浪士」が放映された。この人気が逆に吉良町の「役場の方々」にも何

がしかの暗示を与えたのである。観光客が少しずつ吉良町にも足を運ぶようになっていったから

である。

　これに乗じたのが当時の「吉良町役場」の方々である。

　そうだ	 「上野介様を名君にしよう」

	 「七面山にも登って三姫の眼病回復を願った」

	 「赤馬に乗って領内を巡視した」

　これらの一文一文に、何の証明もないまま、その「項目」が、出来上がってしまったのである。

全て戦後に思い付いたことである。実際には、上野介が黄金堤を作ったのでないことも、故鈴木

悦道氏（花岳寺住職）は充分認識していながら、町のため名君説に同調していた。

　上野介は「七面山」にも登っていない。この場合、良し悪しは別にして、江戸城で多忙な上野介が、

何日も身体を空けて吉良町まで来て、山登りなど出来るわけがない。

　「赤馬伝説」など、明治以降に作り直した玩具に、どうして乗ることが出来るのか、江戸時代に

赤馬に乗って村を巡視した史料があるなら公開してほしい。どれもこれも何の真実もない立派な

観光偽装である。

　その上、近年は、テレビ番組で上野介役を演じた俳優まで巻き込んで、「上野介名君論」を展開

している。そんな一俳優に何の知識があるというのか。逆に無学を展示しているようなものである。

　更に近年、日本史　汚名返上「悪人たちの真実」（2014 年 12月 18日放映）等の番組が流され、

無知な作家が出演して、無教養・不勉強をさらけだしている。

　笑うではないか。　番組の内で、吉良町史跡保存会会長などが、空手で吉良名君説を力説して

いるシーンが流れているが、口で言うだけでなく、江戸時代に上野介が名君であった史料を示し

第 6号 平成 28 年 6 月上 野 介 名 君 説 の 始 まりを 知 って 下 さ い
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てほしかった。もっとも、上野介の名君を証明する史料などこの世に存在しないのだから口でカ

バーするしかないのだろう。

　更に番組は続き、吉良町（現西尾市）の女性の学芸員は、赤穂義士の討入りを「あれはテロだ」

と放言していた。正に言いたい放題である。

　松之廊下事件を「通り魔にあったと同じ」と放言するなど、上辺では赤穂市に近寄り、陰では「内

匠頭をバカ呼ばわり」している。この現状を赤穂市側も把握すべきである。だいたい「忠臣蔵サミッ

ト」などに加盟させるべきではなかったのである。

　但し、筆者は、無闇に争いを好むものではない。では、どうすればよいか。全て史実に従えば

よいのである。吉良町の方々がどこまでも史実をねじ曲げるならば、我々もどこまでも事実を叫

びつづけなければならなくなる。

　上野介は、自分の妻（三姫）に松之廊下事件後「あなたは、自殺しなさい」と言われた男である。

そんな男がどうして善人といえるのか。身内の妻ですら、松之廊下の詳細を知って、どちらが悪

いか知っていたのである。

　上野介が善人でない証拠、つまり学問的事実証明は、近年多々存在していて、我々もその資料

の写しは手元にある。

　例えば、秋田県公文書館蔵の元禄事件後に書かれた「岡本元朝日記」（秋田佐竹家家老岡本元朝

記録）には「吉良殿日頃かくれなきおうへい人間、又手の悪き人ニて、且物ヲ方々よりこい取被

成候事多候由」つまり、人の家に行っては無理に骨董品を持ち帰る悪い人だと言っているのである。

　更に、上野介は賄賂の少ない大名には、いじめをしていたこと、つまり、毎年「大名いびり」

をしていた事を佐竹家の史料は示している。

大石内蔵助の墓前で「宣」を読み上げる勅使
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　そして、元禄 14年３月 15日には、勅使は増上寺参詣を予定しており、そのため、13日～ 14

日は畳表替えの事があったことを伝えている。その他、上野介の悪人ぶりは、下記の史料にも沢

山示されている。

「堀部金丸私記」　　　著者　堀部弥兵衛

　　　　　　　　　　　上野介が内匠頭に発した悪口の意味が示されている。

「系図附録」　　　　　著者　大石庄司

　　　　　　　　　　　上野介の松之廊下のいじめが決定的に示されている。

「沾徳随筆」　　　　　著者　水間沾徳

　　　　　　　　　　　内匠頭と上野介の衝突の原因の一部が示されている。

「岡本元朝日記」　　　著者　岡本元朝

　　　　　　　　　　　上野介の悪行の数々が示されている。

「陽和院書状」　　　　著者　陽和院

　　　　　　　　　　　上野介の性格の不良性が示されている。

「赤城盟伝」　　　　　著者　前原伊助

　　　　　　　　　　　上野介の悪行を感じ取っていた義士の直筆。

「江赤見聞記」　　　　著者　落合与左衛門

　　　　　　　　　　　内匠頭と上野介の不仲についての聞書。

「四十六士論」　　　　著者　佐藤直方

　　　　　　　　　　　内匠頭と上野介を双方共批判している。

「大高源五書状」　　　著者　大高源五

　　　　　　　　　　　内匠頭の乱心を否定する文章あり。

「鸚鵡籠中記」　　　　著者　朝日文左衛門

　 　　　　　　　　　　上野介のいじめについての聞書。

「徳川実紀」　　　　　著者　成島司直ら

　　　　　　　　　　　内匠頭と上野介双方の性格の記録有り。

「赤穂義人録」　　　　著者　室鳩巣

　　　　　　　　　　　松之廊下における事件直前の様子が示されている。

「冷光君御伝記」　　　著者　広島浅野家

　　　　　　　　　　　上野介の性格の悪さが記されている。

「金瘡部（道有日記）」 著者　栗崎道有

　　　　　　　　　　　医師により内匠頭が乱心でないことが証明されている。

「削封日記」　　　　　著者　千坂兵部高治

　　　　　　　　　　　上杉四代綱勝の毒殺疑惑が記されている。
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「米沢史談」　　　　　著者　朝績斐

　　　　　　　　　　　上野介の悪行が綴られている。

「貞享規範録」　　　　著者　津軽信政

　　　　　　　　　　　上野介の横暴の数々が示されている。

「易水連袂録」　　　　著者　天野弥五右衛門

　　　　　　　　　　　内匠頭と上野介の性格が示されている。

「赤穂鐘秀記」　　　　著者　杉本義鄰

　　　　　　　　　　　上野介の悪行の数々が示されている。

　上野介は、自分の立場をよいことに毎年、勅使参向の折、日光代参の折などには、自分への賄

賂の少ない担当の大名に、いやがらせ、いびり、悪口を浴びせていた。

　が、上野介を擁護する作家らはなぜかこの「いじめ」の事実を否認し触りもしない。いわゆる、

事実証明ができないほど、専門ではないということである。大体エンターテイメント専門の作家は、

歴史学の事実本など発刊しないほうがよいのである。その脳は既にエンタメ化して事実を述べる

資格はないのである。偏見と不足な勉学で人々に有害なウィルスを撒き散らさないでほしい。

　とにもかくにも、我々が示す上野介悪人説の証拠となる史料に一つ一つ反論してほしい。素通

りすることと、「そんな事はない」の一言で済まさないでほしい。

　申し上げておくが、当会は元禄事件の研究と義士会の看板を挙げている関係上、前提として「上

野介憎し」を掲げているのではない。全て、史実通りに動いているだけである。吉良町の方々も、

一日も早く、上野介が善政をしていた、江戸城では大名いびりなどしていないという、学問的証

明書（一級古文書）を掲げて我々を納得させて欲しい。

　よく吉良町の方々が「吉良流礼法」などの一巻を前面に出されてくるが、そんなものは式典の

礼法（有識）を示しているだけで、だから名君とは言い難い。いわゆる、そんなものしかない、

ということである。名君を主張するなら、上杉鷹山のような、本当に国を思い、民のために実行

したたくさんの一級史料がなければならない。

　それにしても「義」を重んじる上杉謙信を祖とする名門上杉家が、江戸期の明暦から元禄の間、

吉良義冬・義央親子に食い荒らされ、後に藩が瀕死の状態まで追い込まれた時期があったことは

実に不幸なことであった。

　結果、「義」を重んじる赤穂浅野家の旧臣によって上野介は成敗され、義周（よしまさ）も絶家

と追い込まれた。「喧嘩両成敗」で元禄事件は決着を見たのである。

　上杉家は、それらの被害の影響も受けて、上杉鷹山という名君が生まれる結果となった。

「義」を重んじてきた名家が、江戸期のある時期三河の白アリに食い荒らされ、その白アリを退治

したのが「義」に厚かった浅野家とは実に皮肉な話である。
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平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
四
日
、
赤
穂
市
に
あ
る
関

西
福
祉
大
学
で
中
島
代
表
の
講
演
が
行
わ
れ
る
の
に
伴

い
、
二
十
五
日
に
か
け
て
赤
穂
市
の
史
跡
を
巡
る
旅
を
行

い
ま
し
た
。
二
十
四
日
の
聴
講
者
は
冨
岡
克
さ
ん
、
三
輪

三
郎
さ
ん
、
上
森
茂
さ
ん
、
渡
邊
敏
雄
さ
ん
、
平
野
智
恵

子
さ
ん
と
筆
者
、
さ
ら
に
二
十
五
日
の
史
跡
巡
り
に
は
中

島
代
表
の
他
、
丸
山
裕
之
さ
ん
と
坂
藤
美
子
さ
ん
が
合
流

し
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
十
四
日
東
京
を
十
時
五
十
分
発
、
赤
穂
に

十
四
時
三
十
五
分
着
、
赤
穂
駅
か
ら
関
西
福
祉
大
学
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
で
大
学
へ
移
動
。
十
六
時
二
十
分
か
ら
中
島

代
表
の
「
赤
穂
義
士
を
考
え
る
」
と
題
し
た
講
演
を
聴
講

し
ま
し
た
。

　

四
百
人
入
る
大
学
の
大
講
堂
は
関
西
福
祉
大
学
の
学

生
が
大
半
で
、
一
般
市
民
も
参
加
し
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
中
、
講
義
に
近
い
赤
穂
学
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
大
半
が
二
十
歳
前
後
の
学

生
で
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
が
、
初
め
て
史

実
の
元
禄
赤
穂
事
件
を
聞
く
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
、
少
し
で
も
理
解
し
て
く
れ
れ
ば
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

十
一
月
二
十
五
日
は
、
赤
穂
市
内
の
史
跡
を
巡
り
ま
し

た
。
赤
穂
市
教
育
研
究
所
所
長
の
濱
田
学
様
と
、
赤
穂
市

尾
崎
ま
ち
づ
く
り
連
絡
協
議
会
会
長
の
目
木
敏
明
様
の

お
二
人
が
車
を
準
備
し
、
案
内
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
浅
野
家
の
菩
提
寺
で
も
あ
る
花
岳
寺
。
こ
こ
に

は
、
浅
野
家
や
大
石
家
の
墓
所
、
そ
れ
に
赤
穂
義
士
の
供

養
墓
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
貴
重
な
手
紙
な
ど
の
史
料
や

赤
穂
義
士
の
木
像
彫
刻
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
見
学
し
た
後
、
高
光
寺
へ
向
か
い
ま
し
た
。

高
光
寺
に
は
原
惣
右
衛
門
直
筆
の
法
華
経
の
写
経
が
あ

り
ま
す
（
一
般
公
開
は
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
）。
中
央
義

士
会
の
評
議
員
で
も
あ
る
三
好
一
行
住
職
の
案
内
で
、
原

惣
右
衛
門
の
写
経
や
原
惣
右
衛
門
が
討
入
り
前
に
預
け

た
と
い
わ
れ
て
い
る
、
持
仏
の
七
面
天
女
像
（
一
般
公
開

は
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
）
を
拝
観
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
保
存
状
態
が
よ
く
、
当
時
の
姿
を
そ
の
ま

ま
残
し
て
い
ま
し
た
。

　

次
は
赤
穂
城
明
け
渡
し
後
か
ら
京
都
山
科
へ
移
る
ま

で
の
間
、
大
石
内
蔵
助
が
滞
在
し
て
い
た
尾
崎
の
「
お
せ

ど
」
へ
向
か
い
ま
し
た
。
お
せ
ど
は
、
妹
尾
孫
左
衛
門
の

兄
、
元
屋
八
十
右
衛
門
の
屋
敷
が
あ
っ
た
所
で
、
現
在
は

赤
穂
市
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。
目
木
様
に
よ
る

と
、
お
せ
ど
の
い
わ
れ
は
、
昔
は
瀬
戸
内
海
に
面
し
て
い

た
と
こ
ろ
か
ら
、「
せ
と
」
を
敬
い
「
お
」
を
つ
け
て
「
お

せ
と
」
が
「
お
せ
ど
」
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

関西福祉大学での代表講演の模様

高光寺での原惣右衛門直筆の写経見学中

高光寺にて
前列右から、濱田さん、坂藤さん、平野さん、筆者、

後列右から、丸山さん、中島代表、三輪さん、

冨岡さん、渡邊さん、三好住職、目木さん

赤
穂
市
講
演
と

　　　　　　

史
跡
巡
り
の
旅

　

荻
原　

栄
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つ
づ
い
て
尾
崎
八
幡
宮
へ
向
か
い
ま
し
た
。
こ
こ
に

は
、は
ぜ
の
樹
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
櫨
（
は
ぜ
）
の
樹
は
、

蝋
燭
を
作
る
よ
う
に
大
石
内
蔵
助
が
植
え
た
と
伝
え
ら

れ
、
今
も
何
代
目
か
に
な
る
は
ぜ
の
樹
か
ら
蝋
燭
が
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
作
ら
れ
た
蝋
燭
は
、
お
宮
の
社
務
所
の
入

り
口
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

八
幡
宮
か
ら
、
大
石
内
蔵
助
が
元
禄
十
四
年
六
月
二
十
五

日
に
、
舟
で
京
都
へ
出
発
し
た
船
着
き
場
へ
行
き
ま
し

た
。
船
着
き
場
は
御
崎
の
伊
和
都
比
売
神
社
か
ら
下
っ
た

海
岸
に
あ
り
、
き
れ
い
な
砂
州
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

か
ら
大
石
内
蔵
助
が
討
入
り
を
胸
に
秘
め
、
京
へ
向
か
っ

た
の
だ
と
思
う
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

次
に
山
を
越
え
て
、
昔
の
街
並
み
が
残
る
坂
越
の
奥
藤

酒
造
へ
行
き
、
そ
れ
か
ら
高
取
峠
へ
向
か
い
ま
し
た
。
高

取
峠
に
は
、
松
之
廊
下
事
件
を
伝
え
る
早
駕
籠
の
像
が
あ

り
、
当
時
の
様
子
を
伝
え
て
い
ま
す
。
今
は
車
が
通
る
り

っ
ぱ
な
道
路
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
の
狭
い
峠
道

も
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
を
駕
籠
で
行
っ
た
の
は
大
変
で

あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
元
禄
十
四
年

四
月
十
八
日
に
は
、
隣
の
龍
野
か
ら
、
城
受
取
の
脇
坂
淡

路
守
の
軍
勢
が
こ
の
峠
を
越
え
て
い
ま
す
。

　

終
点
は
赤
穂
城
の
大
手
門
、
門
前
の
わ
た
や
で
忠
臣
蔵

グ
ッ
ズ
を
見
て
、
赤
穂
駅
へ
戻
り
、
東
京
に
は
夜
の
十
時

に
到
着
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
車
を
用
意
し
一
日
案
内
を
し
て
下
さ
い
ま
し

た
、
濱
田
様
と
目
木
様
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
こ
の
度
、
赤
穂
で
の
二
日
目
に
赤
穂
市
長
並
び
に
教

育
長
の
方
々
に
、
中
島
の
歓
迎
会
を
開
い
て
下
さ
い
ま
し

た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
こ
と
を
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

おせど

尾崎八幡宮
大石内蔵助のはぜの樹は、写真右側中程の灯籠の右奥

御崎の船着き場
大石内蔵助が出発した場所

高取峠の旧道
木々の向こうに赤穂市が見えます

第 6号 平成 28 年 6 月赤 穂 市 の 方々 に 感 謝
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平
成
二
十
八
年
二
月
十
三
日
（
日
）
に
、
台
東
区
上
野
三

丁
目
に
あ
る
地
護
稲
荷
神
社
の
初
午
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
午
祭
の
後
の
直
来
の
時
に
、
中
島
代
表
が
地
護
稲
荷
神
社

の
由
来
を
説
明
す
る
の
に
伴
い
、
私
も
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
模
様
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

地
護
稲
荷
神
社
は
上
野
三
丁
目
の
下
谷
神
社
の
直
ぐ
南
側

に
あ
り
、
別
名
、
天
野
弥
五
右
衛
門
神
社
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
江
戸
時
代
元
禄
期
に
、
旗
本
天
野
弥
五
右
衛
門
の
屋

敷
が
あ
っ
た
位
置
に
建
て
ら
れ
て
い
る
小
さ
な
神
社
で
す
が
、

元
々
私
有
地
に
あ
り
個
人
的
に
祀
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平

成
十
八
年
四
月
一
日
よ
り
地
元
の
町
会
（
上
野
三
丁
目
）
に

よ
っ
て
祀
ら
れ
守
ら
れ
て
お
り
、
お
祀
り
が
引
き
継
が
れ
て

い
ま
す
。

　

天
野
弥
五
右
衛
門
は
元
禄
赤
穂
事
件
の
時
に
、
吉
良
上
野

介
を
訪
ね
、
命
を
守
っ
た
烏
帽
子
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
、

と
皮
肉
を
い
い
、
ま
た
、
討
入
り
後
の
大
石
内
蔵
助
と
会
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
人
物
で
す
。
最
近
は
、
中
島
代
表
に

よ
り
、
易
水
連
袂
録
の
作
者
と
し
て
推
定
さ
れ
て
い
る
、
元

禄
赤
穂
事
件
と
大
変
関
係
の
深
い
人
物
で
す
。
な
お
、
易
水

連
袂
録
は
史
料
と
し
て
も
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
当
会
か
ら

「
元
禄
赤
穂
事
件
の
記
録
」
と
し
て
昨
年
出
版
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

初
午
祭
は
、
午
後
一
時
に
太
鼓
の
合
図
に
よ
り
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
ま
ず
、
下
谷
神
社
宮
司
に
よ
り
、
祝
詞
奏
上
と
玉

串
奉
奠
が
行
わ
れ
た
後
、
参
加
者
全
員
が
玉
串
奉
奠
を
行
い

ま
し
た
。
中
島
代
表
と
私
も
参
列
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
に
は
暖
か
い
お
雑
煮
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
が
、
当
日
は
、
天
気
も
良
く
初
午
祭
に
は
最
適
の
日
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
三
百
年
続
い
て
い
る
こ
と
が
意
義
深
い
と
思

い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
町
内
会
事
務
所
に
場
所
を
移
し
、
町
内
会
役
員

の
方
々
が
参
加
す
る
直
来
の
時
に
、
中
島
代
表
に
よ
る
天
野

弥
五
右
衛
門
に
つ
い
て
の
お
話
が
有
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
初
め
て
の
話
し
の
た
め
大
変
熱
心
に
聞
か
れ
、
質

問
も
沢
山
出
て
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

直来の時の中島代表の説明の様子 勢揃いする赤穂義士

地護稲荷神社

地
護
稲
荷
神
社

　　　

初
午
祭
参
加
報
告

　
　
　
　
　
　
　

荻
原　

栄

第 6号 平成 28 年 6 月天 野 弥 五 右 衛 門 は 黙 黙 と 生 き て い た
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平
成
二
十
七
年
十
二
月
五
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
一
月

十
七
日
ま
で
『
す
み
だ
郷
土
文
化
資
料
館
』
に
お
い
て
、『
忠

臣
蔵
の
浮
世
絵
と
赤
穂
義
士
の
手
紙
展
』
が
開
催
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
の
で
拝
見
し
て
き
ま
し
た
。

墨
田
区
立
『
す
み
だ
郷
土
文
化
資
料
館
』
は
、
郷
土
文

化
の
理
解
を
深
め
、
郷
土
意
識
を
高
め
、
文
化
の
発
展
に

資
す
る
目
的
で
運
営
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
常
設
的
に

隅
田
川
の
風
景
の
ジ
オ
ラ
マ
や
東
京
空
襲
の
体
験
な
ど
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
墨
田
区
の
新
名
所
『
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
』
の
足
元
に
ひ
っ
そ
り
と
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
特
集
展
示
は
そ
の
常
設
展
示
の
あ
る
二
階
フ
ロ

ア
に
あ
り
ま
し
た
。
二
階
に
上
が
っ
て
す
ぐ
に
手
紙
が
数

点
展
示
さ
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。
入
門
者
の
私

に
は
名
前
な
ど
の
ご
く
一
部
し
か
読
み
取
れ
ま
せ
ん
が
、

う
れ
し
い
こ
と
に
読
み
下
し
文
が
持
ち
帰
れ
る
よ
う
に
置

い
て
あ
り
、
ま
た
、
受
付
で
い
た
だ
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
は
今
回
展
示
さ
れ
て
い
る
手
紙
の
写
真
が
載
せ
ら
れ
て

い
て
、
後
々
ゆ
っ
く
り
と
見
る
こ
と
が
可
能
で
し
た
。
こ

う
い
う
サ
ー
ビ
ス
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
勉
強
し
て

い
る
者
に
と
っ
て
は
役
立
つ
資
料
に
な
り
ま
す
し
、
他
の

展
示
を
見
に
い
ら
し
た
方
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
な
と
思
い
ま
し
た
。

な
か
で
も
武
林
唯
七
の
手
紙
は
二
年
前
に
こ
の
資
料
館

が
手
に
い
れ
た
も
の
と
の
こ
と
で
、
父
母
を
案
じ
、
兄
に

孝
行
を
求
め
る
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
時
期
的
に
は

丸
山
会
議
の
あ
と
、
す
な
わ
ち
討
ち
入
り
が
決
定
し
た
の

ち
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
岡
島

八
十
右
衛
門
の
兄
と
原
惣
右
衛
門
の
手
紙
は
同
じ
中
川
助

左
衛
門
と
い
う
人
物
あ
て
に
書
か
れ
た
も
の
で
す
。
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
中
川
助
左
衛
門
に
つ
い
て
は
不
詳
、

原
惣
右
衛
門
の
親
戚
筋
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。
今
ま
で
聞
い
た
こ
と
の
な
い
人
物
で

大
変
興
味
深
い
と
思
い
ま
し
た
。

手
紙
も
そ
う
で
す
が
、
浮
世
絵
な
ど
も
こ
の
資
料
館
が

収
集
し
て
き
た
も
の
だ
そ
う
で
、
上
下
二
巻
の
絵
巻
物
、

一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
両
国
揃
退
図
、
泉
岳
寺
見
取
り
図
、

い
ろ
は
に
な
ぞ
ら
え
当
時
人
気
の
歌
舞
伎
役
者
を
義
士
に

見
立
て
た
人
物
画
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
泉
岳
寺
見
取
り

図
は
２
種
類
あ
っ
て
墓
の
数
が
違
っ
て
い
ま
す
。
時
代
の

流
れ
の
中
の
２
枚
な
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

両
国
橋
を
渡
っ
て
い
る
絵
は
二
枚
あ
っ
て
、
実
際
に
は
渡

っ
て
い
な
い
旨
の
解
説
が
つ
い
て
い
ま
し
た
が
、
橋
を
配

し
た
義
士
た
ち
は
実
に
絵
に
な
る
な
と
思
い
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
橋
の
た
も
と
で
奉
行
に
止
め
ら
れ
た
図
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
色
々
な
場
面
に
登
場
人
物
を
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン

グ
し
、
更
に
お
話
と
し
て
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
過
程
が

よ
く
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
企
画
展
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
解
説
書
な
ど
も
置
い

て
あ
り
、
小
規
模
な
が
ら
、
長
居
で
き
る
環
境
で
楽
し
く

過
ご
せ
ま
し
た
。
実
際
ど
の
く
ら
い
収
集
さ
れ
て
い
る
の

か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
区
民
の
収
集
品
を
お
借
り
す
る
な

ど
規
模
を
拡
大
し
て
、
毎
年
展
示
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と

を
希
望
し
ま
す
。

赤
穂
義
士
討
入
り
満
三
一
三
年
祭
報
告

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
四
日
（
月
）
は
、
赤
穂
義
士

討
入
り
満
三
一
三
年
目
に
当
た
り
、
泉
岳
寺
に
お
い
て
、

中
央
義
士
会
主
催
に
よ
る
赤
穂
義
士
追
憶
の
会
が
催
さ
れ

ま
し
た
。
明
治
四
十
一
年
に
福
本
日
南
翁
が
創
設
し
て
以

来
、
今
回
で
百
五
年
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

当
日
は
月
曜
日
で
し
た
が
、
八
十
名
を
越
え
る
方
々
の

参
加
が
あ
り
、
会
場
は
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。

午
後
二
時
か
ら
泉
岳
寺
本
堂
に
お
い
て
、
赤
穂
義
士
の

法
要
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
本
堂
横
の
庫
裏
に
お
い
て
、
例

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
来
賓
の
挨
拶
に
続
き
、

昨
年
も
出
演
い
た
だ
き
大
好
評
だ
っ
た
神
田
松
之
丞
氏
の

講
談
「
大
高
源
五
」、今
年
は
さ
ら
に
会
場
が
沸
き
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
中
島
代
表
の
元
禄
赤
穂
事
件
に
関
し
て
の
講

演
で
史
実
の
忠
臣
蔵
の
お
話
が
あ
っ
た
後
、
忠
臣
蔵
検
定

試
験
合
格
者
の
認
定
証
授
与
、
御
子
孫
の
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
お
楽
し
み
抽
選
会
で
豪
華
賞
品
な
ど
が
当

た
り
、
今
年
も
盛
会
裡
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

今
年
は
例
年
以
上
の
参
加
者
と
な
っ
た
た
め
、
い
つ
も

の
二
倍
の
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
さ
せ
て
戴
き
、
泉
岳
寺
様
に

御
礼
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
た
皆

様
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

忠
臣
蔵
の
浮
世
絵
と

　　

赤
穂
義
士
の
手
紙
展

　
　
　     　
　    　

坂
藤　

美
子

第 6号 平成 28 年 6 月す み だ 郷 土 文 化 資 料 館
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ま
た
、
十
二
月
十
二
日
、
十
三
日
に
は
、
両
国
松
坂
公

園
付
近
に
お
い
て
、
両
国
町
内
会
に
よ
る
元
禄
市
が
開
催

さ
れ
、
中
央
義
士
会
も
参
加
し
忠
臣
蔵
関
係
の
図
書
販
売

を
行
い
ま
し
た
。
今
年
も
、
元
禄
市
に
出
店
い
た
し
ま
す

の
で
、
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
文　

荻
原
）

第
十
六
回
忠
臣
蔵
愛
好
会
報
告

　　　　　　　　　　　

引
き
揚
げ
コ
ー
ス
を
歩
く

平
成
二
十
八
年
一
月
三
十
一
日
に
、
恒
例
の
、
吉
良
邸

跡
か
ら
泉
岳
寺
ま
で
の
赤
穂
義
士
引
揚
げ
コ
ー
ス
を
歩
く

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
お
よ
そ
四
十
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
両
国
駅
に
九
時
十
五
分
に
集
合
、
挨
拶
と
注
意
事

項
の
説
明
の
後
、
九
時
半
に
出
発
。
吉
良
邸
跡
で
中
島
代

表
の
討
入
り
時
の
様
子
の
説
明
が
あ
り
、
こ
こ
で
二
つ
の

班
に
分
け
て
、
い
よ
い
よ
引
き
揚
げ
コ
ー
ス
に
出
発
。
コ

ー
ス
途
中
の
説
明
は
、
冨
岡
、
上
原
、
金
子
、
荻
原
の
四

名
が
担
当
し
ま
し
た
。
ま
た
、
到
着
の
泉
岳
寺
と
旧
細
川

邸
切
腹
地
の
説
明
は
中
島
代
表
が
行
い
ま
し
た
。

コ
ー
ス
の
お
お
よ
そ
は
次
の
通
り
。

現
代
の
我
々
も
最
新
の
研
究
結
果
を
反
映
し
、
ほ
ぼ
赤

穂
義
士
が
歩
い
た
道
に
近
い
ル
ー
ト
を
通
り
ま
し
た
。
吉

良
邸
跡
か
ら
両
国
橋
へ
、
そ
れ
か
ら
隅
田
川
の
東
岸
を
行

き
、
永
代
橋
を
渡
っ
て
、
築
地
へ
向
か
う
。
聖
路
加
タ
ワ

ー
周
辺
で
昼
食
を
取
っ
た
後
、
浅
野
家
上
屋
敷
跡
か
ら
、

築
地
本
願
寺
に
あ
る
間
新
六
の
墓
に
詣
で
、
汐
留
シ
オ
サ

イ
ト
の
旧
新
橋
停
車
場
前
、
日
本
テ
レ
ビ
前
（
仙
台
藩
邸

跡
）
を
通
り
、
浜
松
町
の
手
前
で
、
旧
東
海
道
（
現
国
道

十
五
号
線
）
に
出
ま
す
。
そ
の
後
、
一
路
泉
岳
寺
を
目
指

し
て
進
み
ま
す
。
途
中
金
杉
橋
で
休
憩
し
、
全
員
無
事
に

泉
岳
寺
に
到
着
。
浅
野
内
匠
頭
と
赤
穂
義
士
の
墓
に
詣
で

た
後
、
通
常
は
入
れ
な
い
細
川
家
下
屋
敷
跡
の
、
大
石
内

蔵
助
ら
十
七
名
の
切
腹
地
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
、

切
腹
位
置
が
特
定
さ
れ
て
い
る
唯
一
の
場
所
で
、
昭
和

三
十
三
年
に
中
央
義
士
会
が
整
備
し
、
現
在
は
東
京
都
史

蹟
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
も
、
約
十
二
Ｋ
ｍ
の
引
き
揚
げ
コ
ー
ス
を
参
加

者
一
人
も
欠
け
る
こ
と
な
く
完
歩
し
ま
し
た
。
両
国
を

九
時
半
に
出
発
し
、
途
中
途
中
で
史
蹟
の
説
明
や
ト
イ
レ

休
憩
を
取
り
、
昼
食
を
は
さ
ん
で
泉
岳
寺
に
は
午
後
四
時

十
五
分
に
到
着
し
ま
し
た
。
都
内
は
休
日
と
あ
っ
て
、
交

通
量
も
少
な
く
予
定
通
り
の
時
間
で
歩
き
き
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
引
揚
げ
コ
ー
ス
を
歩
く
前
の
、
一
月

二
十
四
日
に
有
志
に
よ
り
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
細
川
家

下
屋
敷
跡
の
切
腹
地
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。（

文　

荻
原
）

平成 27 年 12 月 14 日　泉岳寺

神田松之丞氏の熱演中

両
国
橋
―
万
年
橋
―
永
代
橋
―
越
前
堀
児
童
公
園
―
聖
路
加

タ
ワ
ー
（
こ
こ
で
昼
食
）
―
浅
野
家
上
屋
敷
跡
―
築
地
本
願
寺

―
汐
留
橋
―
旧
新
橋
停
車
場
跡
―
日
本
テ
レ
ビ
前
―
金
杉
橋
―

御
田
八
幡
宮
―
泉
岳
寺
―
細
川
家
下
屋
敷
跡
。

平成 28 年 1 月 31 日

両国吉良邸前で

第 6号 平成 28 年 6 月吉 良 邸 か ら 泉 岳 寺 ま で 歩 いて み ま せ ん か
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浅
野
内
匠
頭
三
一
六
回
忌
報
告

平
成
二
十
八
年
三
月
十
三
日
（
日
）
に
、
浅
野
内
匠
頭

三
一
六
回
忌
の
法
要
を
、
泉
岳
寺
に
お
い
て
催
さ
れ
ま
し

た
。例

年
三
月
十
四
日
が
平
日
の
場
合
、
直
前
の
日
曜
日
に

開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
の
で
、
今
年
は
十
三
日
に
な
り
ま

し
た
。
四
十
名
の
方
々
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

午
後
二
時
か
ら
泉
岳
寺
本
堂
に
お
い
て
、
浅
野
内
匠
頭

の
法
要
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
本
堂
横
の
庫
裏
に
お
い
て
、

例
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
来
賓
の
挨
拶
と
し
て
、

中
央
義
士
会
名
誉
会
長
の
浅
野
長
様
、
中
央
義
士
会
の
会

長
で
あ
っ
た
渡
辺
世
祐
氏
の
御
子
孫
渡
辺
寛
様
、
赤
穂
の

教
育
研
究
所
所
長
濱
田
学
様
、
新
潟
の
武
庸
会
会
長
嶋
谷

次
郎
八
様
、
脚
本
家
の
杉
山
義
光
様
に
お
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
続
い
て
、
中
島
代
表
の
「
梶
川
與
惣
兵
衛
日

記
の
解
読
」
と
題
し
た
講
演
で
、
松
之
廊
下
事
件
に
つ
い

て
史
料
に
基
づ
い
た
話
が
あ
っ
た
後
、
懇
親
会
に
入
り
ま

し
た
。

懇
親
会
の
最
初
は
、
御
子
孫
の
紹
介
が
あ
り
、
次
に
お

楽
し
み
抽
選
会
で
豪
華
賞
品
な
ど
が
当
た
り
、
今
年
も
盛

会
裡
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
方
が
参
列
し
た
こ
と
で
、
ご
不
便
を
お

か
け
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。（
文　

荻
原
）

第
十
七
回
忠
臣
蔵
愛
好
会
の
報
告

平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
四
日
に
第
十
七
回
目
の
忠
臣

蔵
愛
好
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
新
し
い
忠
臣
蔵

と
題
し
て
、
神
田
周
辺
を
巡
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
朝
方
ま
で
雨
で
ど
う
な
る
か
と
思
い
ま
し
た

が
、
昼
過
ぎ
に
は
雨
も
上
が
り
時
々
太
陽
も
顔
を
出
す
、

歩
く
に
は
最
適
な
気
候
と
な
り
ま
し
た
。

総
勢
二
十
名
が
午
後
一
時
半
に
Ｊ
Ｒ
御
茶
ノ
水
駅
聖
橋

口
に
集
合
。
中
島
代
表
の
案
内
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
湯
島
聖
堂
。
林
羅
山
が
開
い
た
孔
子
を
祀
る
儒

平成 28 年 1 月 31 日　旧細川邸

大石らの切腹地の説明

平成 28 年 3 月 13 日　泉岳寺

本堂での法要

平成 28 年 3 月 13 日　泉岳寺

講演の模様

第 6号 平成 28 年 6 月会 員 募 集 0 8 0 - 8 9 0 8 - 1 6 3 3 ま で
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教
の
学
舎
で
す
。
丁
度
こ
の
日
は
孔
子
祭
が
行
わ
れ
た
直

後
で
、
大
成
殿
（
孔
子
廟
）
に
運
良
く
入
れ
、
そ
こ
で
係

の
女
性
に
丁
寧
に
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ

の
建
物
は
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
、
昭
和
十
年
に
再
建
さ

れ
た
も
の
で
す
が
、
江
戸
時
代
の
も
の
も
い
く
つ
か
残
っ

て
い
て
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、
前
庭
に
敷
い
て
あ
る
色

の
変
わ
っ
た
敷
石
四
枚
と
の
こ
と
で
し
た
。

続
い
て
天
野
弥
五
右
衛
門
邸
跡
へ
行
き
ま
し
た
。
元
禄

時
代
の
天
野
弥
五
右
衛
門
邸
は
、
台
東
区
の
下
谷
神
社
南

側
に
あ
り
ま
し
た
が
、
幕
末
に
な
り
神
田
昌
平
橋
の
南
側

に
移
転
し
て
き
ま
し
た
。
天
野
弥
五
右
衛
門
は
、
松
之
廊

下
の
刃
傷
事
件
後
に
吉
良
上
野
介
に
会
い
、
ま
た
、
大
石

内
蔵
助
と
も
会
っ
て
い
る
人
物
で
、
元
禄
十
六
年
三
月
に

い
ち
早
く
元
禄
事
件
の
こ
と
を
「
易
水
連
袂
録
」
と
し
て

書
き
残
し
て
い
ま
す
。
な
お
、「
易
水
連
袂
録
」
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
忠
臣
蔵
倶
楽
部
か
ら
「
元
禄
赤
穂
事
件
の
記
録
」

と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
下
さ

い
。そ

れ
か
ら
外
堀
通
り
を
南
下
、
観
音
坂
を
西
に
向
か
い

ま
し
た
。
観
音
坂
を
挟
ん
で
北
側
が
、
永
井
信
濃
守
尚
長

の
屋
敷
跡
で
、
南
側
が
内
藤
和
泉
神
忠
勝
の
屋
敷
跡
で
す
。

延
宝
八
年
六
月
二
十
五
日
、
増
上
寺
で
四
代
将
軍
家
綱
の

法
事
の
最
中
に
、
内
藤
忠
勝
が
永
井
尚
長
に
刃
傷
、
尚
長

は
絶
命
、
忠
勝
は
次
の
日
に
切
腹
と
い
う
事
件
が
起
こ
り

ま
し
た
。
内
藤
忠
勝
が
浅
野
内
匠
頭
の
伯
父
に
あ
た
る
た

め
、
一
部
の
作
家
は
、
浅
野
内
匠
頭
の
刃
傷
は
こ
の
血
が

起
こ
し
た
も
の
で
あ
り
、
内
匠
頭
は
統
合
失
調
症
で
あ
る

と
、
ま
こ
と
し
や
か
に
本
に
書
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

実
際
は
こ
の
屋
敷
の
位
置
関
係
が
原
因
で
ト
ラ
ブ
ル
を
抱

え
て
い
た
た
め
、
忠
勝
が
怒
っ
て
刃
傷
に
及
ん
だ
と
の
史

料
も
あ
り
、
安
易
な
憶
測
は
慎
む
べ
き
こ
と
で
す
。

続
い
て
幕
末
に
江
戸
町
奉
行
を
務
め
た
、
浅
野
梅
堂
の

屋
敷
跡
へ
行
き
ま
し
た
。
浅
野
梅
堂
は
、
赤
穂
浅
野
家
か

ら
分
家
し
た
旗
本
で
、
大
石
内
蔵
助
と
も
親
戚
筋
に
あ
た

り
ま
す
。
な
お
、
現
在
の
中
央
義
士
会
名
誉
会
長
浅
野
長

氏
は
浅
野
梅
堂
の
御
子
孫
に
あ
た
り
ま
す
。
浅
野
梅
堂
に

つ
い
て
は
、
中
央
義
士
会
か
ら
「
大
石
頼
母
助
の
系
譜
」

と
し
て
出
版
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
下

さ
い
。

中
島
代
表
が
四
十
五
年
間
通
い
続
け
た
、
東
京
古
書
会

館
並
び
に
、
元
禄
事
件
関
係
の
古
書
の
提
供
先
で
あ
る
文

泉
堂
位
置
を
確
認
し
な
が
ら
、
明
治
通
り
に
面
し
て
い
る

大
久
保
彦
左
衛
門
邸
跡
へ
行
き
ま
し
た
。
天
野
弥
五
右
衛

門
は
、
元
禄
時
代
の
大
久
保
彦
左
衛
門
と
で
も
い
う
べ
き

人
物
で
あ
る
、
と
の
中
島
代
表
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
は
杏
雲
堂
病
院
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
午
後
四
時
半
に
Ｊ
Ｒ
お
茶
の
水
駅
に
戻
っ
て

解
散
と
な
り
ま
し
た
。（
文　

荻
原
）

 平成 28 年 4 月 24 日 湯島聖堂

入り口の階段を上っています

湯島聖堂　大成殿前にて

第 6号 平成 28 年 6 月忠 臣 蔵 11 0 番 0 8 0 - 8 9 0 8 - 1 6 3 3
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第４回忠臣蔵通３級検定試験問題
［申込方法］ 
・ 解答用紙の請求 

検定試験の受験をご希望の方は、住所、氏名、電話番号、ＦＡＸ番号並びに、第４回３級検定試験

申込と記入した用紙を、下記宛てＦＡＸまたは郵送でお送り下さい。ＦＡＸをお持ちの方は、でき

るだけＦＡＸでお願い致します。また、メールでも受け付けております。折り返し解答用紙をお送

り致します。 
宛先 〒135-0047 東京都江東区富岡１－１７－１－４０３ 

ＮＰＯ法人 忠臣蔵倶楽部 
ＴＥＬ／ＦＡＸ ０３－３６３０－１９２７ 
メール ｏｆｆｉｃｅ＠ｃｈｕｕｓｈｉｎｇｕｒａ．ｊｐ 

・ 受験料と振込先

３級の受験料は１０００円です。振り込みで受験申込となります。 
郵便局の青色の払込取扱票で下記へお振り込みください。 

ＮＰＯ法人 忠臣蔵倶楽部 ００１９０－０－３４６０３８  
払込取扱票の通信欄に「第４回 3 級試験申し込み」と記入下さい。 
払込料金はご負担をお願いしております。 

［解答の送付］

解答はＦＡＸで下記へお送りください。郵送の場合は、下記の中央義士会事務局へお送りください。 
メールでは受け付けておりませんのでご注意下さい。 

ＦＡＸ ０４８－９７３－３７９０  
郵送宛先 〒343-0032 埼玉県越谷市袋山 ５８－１２ 中央義士会事務局 

・ 合否は１１月になってからお知らせ致します。 
［注意事項］ 
・ 合格点は８０点です。２４問以上正解で合格となります。 
・ ご自宅で資料を調べて解答していただいて結構です。 
・ 試験問題を調べるために、お電話等で各施設へ直接問い合わせることはおやめ下さい。 
・ 同じく、会員、受験者同士でも試験のための連絡はおやめ下さい。特に申し上げるのは、連絡しあ

っている方は、同じ答えで間違っているのですぐにわかります。 
・ 問題をよく読んで、一言一言理解した上で、解答して下さい。問題を読み間違えないようにお願い

致します。ひっかけ問題も出題されています。 
・ 中央義士会の過去の出版物でも誤記はありますので充分確認の上、解答して下さい。 
・ 受験料は締め切りの 1 ヶ月前までにお納め下さい。 
・ 最終提出日は、平成２８年１０月末日です。 

平成２８年６月 

第１問

元禄 年当時、浅野内匠頭は江戸府内に屋敷をいくつ持っていたでしょうか。

① １つ ② ２つ ③ ３つ ④ ４つ

第２問

元禄 年 月 日、梶川與惣兵衛は、どなたのお使いで吉良上野介を探していたのでしょ

うか。

① 桂昌院 ② 将軍綱吉 ③ 綱吉正妻 ④ 勅使

第 6号 平成 28 年 6 月第４回 忠 臣 蔵 通３級 検 定 試 験 問 題
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第３問

大石内蔵助の妻（理玖）の母親の名前は次のどれでしょうか。

① とめ ② さち ③ とよ ④ お百

第４問

討入り当時、本所の吉良邸は 坪あったとされていますが、現代の坪数では何坪くらいに

なるでしょうか。

① 坪 ② 坪 ③ 坪 ④ 坪

第５問

浅野内匠頭は江戸城内で事件を起こしますが、場所は次のどこでしょうか。

① 殿上の間廊下 ② 松の廊下 ③ 松之廊下 ④竹の廊下

第６問

元禄 年 月 日の吉良上野介の正装を選んでください。

① 大紋 ② 狩衣 ③ 直垂 ④ 上下

第７問

吉良上野介の国許への業績は次のどれでしょうか。

① 黄金堤 ② 冨好新田 ③ 赤馬見廻り ④ 七面山祈願

第８問

赤穂浅野家の元々の兵法は次のどれでしょうか。

① 山鹿流 ② 甲州流 ③ 東軍流 ④ 小幡流

第９問

元禄 年の勅使は何名でしたでしょうか。

① ４名 ② ３名 ③ ２名 ④ １名

第 問

浅野長吉とは次のどなたのことでしょうか。

① 浅野左兵衛 ② 浅野長三郎 ③ 浅野梅堂 ④ 浅野長政

第 問

浅野長直の時代に活躍した大石頼母助の家系は、現在も続いているでしょうか。

② 赤穂浅野家と共に絶家した ② 現在も続いている

第 問

吉田忠左衛門と親戚関係にある義士は次のどなたでしょうか。

① 近松勘六 ② 片岡源五右衛門 ③ 木村岡右衛門 ④ 間十次郎

第 問

吉田忠左衛門の歯が埋まっているとされるお寺はどこでしょうか。お寺の名前を書いて下さ

い。

寺名 （ ）

第 問

討入りの時に、真田帯を使用した義士はどなたでしょうか。

① 原惣右衛門 ② 小野寺十内 ③ 寺坂吉右衛門 ④ 吉田忠左衛門

第 問

討入りの時、寺坂吉右衛門の妻は、どこにいたでしょうか。

① 京都 ② 岡山 ③ 赤穂 ④ 亀山

第 問

「めくら井戸」の伝説と関係のある義士はどなたでしょうか。

① 神崎与五郎 ② 前原伊助 ③ 近松勘六 ④ 横川勘平
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第 問

大石内蔵助らが、川崎平間村に着いた時の一行の主人は、どなたでしょうか。

① 潮田又之丞 ② 菅谷半之丞 ③ 大石内蔵助 ④ 瀬尾孫左衛門

第 問

琴の爪で知られている義士がいますが、次のどなたでしょうか。

① 矢頭右衛門七 ② 礒貝十郎左衛門 ③ 間十次郎 ④ 竹林唯七

第 問

堀部安兵衛の妻（きち）は、現在どこのお寺に眠っているでしょうか。

① 泉岳寺 ② 正山寺 ③ 青松寺 ④ 済海寺

第 問

近松勘六の妻は、現在どこに眠っているでしょうか。

① 大阪市 ② 京都市 ③ 赤穂市 ④ 箕面市

第 問

山鹿流免許者の義士は、どなたでしょうか。

① 大石内蔵助 ② 菅谷半之丞 ③ 間十次郎 ④ 吉田忠左衛門

第 問

元禄 年当時、大石内蔵助の役職はどれでしょうか。

① 城代家老 ② 国家老上席 ③ 番頭 ④ 留守居役筆頭

第 問

山鹿素行は、江戸で積徳堂という兵法の道場を持っていましたが、その道場はどこにあった

でしょうか。

① 市ヶ谷 ② 高田馬場 ③ 本所 ④ 浅草

第 問

菅谷半之丞が仮宿していた長福寺はどこにあったでしょうか。

① 向島 ② 浅草 ③ 谷中 ④ 赤坂

第 問

瑤泉院が大石内蔵助に預けた 両のお金の本質は、何のお金だったでしょうか。

① 瑤泉院の婚礼持参金 ② 藩の残金 ③ 江戸屋敷の清算金 ④ 分替の残金

第 問

吉良上野介の名君説の全ての根源になった文章があります。どれでしょうか。

① 討入り口上書 ② 明治天皇の宣 ③ 赤穂義人録 ④ 元禄快挙録

第 問

「君辱臣死」の言葉で思い出されるお坊さんは次のどなたでしょうか。

① 祐海 ② 酬山長恩 ③ 誡首座 ④ 良雪

第 問

討入らない浪士は、後に散々な評判を立てられますが「妾に食べさせてもらっている」と噂

を立てられた浪士がいます。次のどなたでしょうか。

① 奥野将監 ② 安井彦右衛門 ③ 近藤源八 ④ 月岡治右衛門

第 問

赤穂四十七士の内、現在全国に１７ヶ所の墓所（伝説も含む）がある方がいますが、どなた

でしょうか。名前を書いて下さい。

名前 （ ）

第 問

討入りに際して、逃げた吉良上野介の布団に手を入れた義士がいますが、どなたでしょうか。

名前を書いて下さい。

名前 （ ）   
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
忠
臣
蔵
倶
楽
部

　
代
表
代
行
　
　

荻
　
原
　
　
栄

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は　

http://w
w
w
.chuushingura.net/　

で
す

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
忠
臣
蔵
倶
楽
部

　

役
員　
　

勝
　
田
　
芳
　
造

　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
足
立
区
在
住

家　紋
「蛇の目」

忠
臣
蔵
と
言
え
ば
、
ド
ラ
マ
、
芝
居
、
小
説
、
町
の
本

屋
さ
ん
で
売
っ
て
い
る
本
、
あ
る
い
は
パ
ソ
コ
ン
上
か

ら
知
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
殆
ど
が
実
際
と

は
違
い
ま
す
。
一
度
私
の
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

そ
し
て
貴
方
の
思
い
も
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

代
表　

中
島　

康
夫

０
８
０
・
８
９
０
８
・
１
６
３
３

当
会
で
は
、
毎
月
一
回
忠
臣
蔵
に
興
味
の
あ
る
方
々
が

集
っ
て
勉
強
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
是
非  

作
家
、

俳
優
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
脚
本
家

の
方
々
の
参
加
も
お
待
ち
申
し
て
お
り
ま
す
。
勿
論
一

般
の
方
々
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

忠
臣
蔵
倶
楽
部　

世
話
人　

荻
原　

栄

０
３
・
３
６
３
０
・
１
９
２
７

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
忠
臣
蔵
倶
楽
部

　 

理
　
事
　
　

冨
　
岡
　
　
克

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
中
央
区
在
住

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
忠
臣
蔵
倶
楽
部

　

 

理　

事　
　

三　

輪　

三　

郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
崎
市
麻
生
区
在
住

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
忠
臣
蔵
倶
楽
部

　 

監
　
事
　
　

成
　
清
　
寬
　
徽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
葉
県
浦
安
市
在
住

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
忠
臣
蔵
倶
楽
部

役　

員　

 

金　

子　

堅　

一

東
京
都
荒
川
区
在
住

　
編 

集 

後 

記

　
　
　

世
は
正
に
、
舛
添
都
知
事
の
一
件
で
、
毎
日

物
議
を
か
も
し
て
い
る
が
、
舛
添
さ
ん
と
吉
良
上

野
介
の
顔
が
ダ
ブ
っ
て
き
た
。
上
野
介
も
骨
董
や

美
術
品
に
余
程
興
味
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
大
名
や

旗
本
の
屋
敷
へ
伺
う
と
、
無
償
で
持
ち
帰
っ
た
こ

と
が
津
軽
家
の
「
貞
享
規
範
録
」
に
も
示
さ
れ
て

い
る
。
持
ち
帰
っ
た
骨
董
品
は
、
あ
の
手
こ
の
手

で
金
銭
に
替
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
台

所
事
情
が
厳
し
か
っ
た
の
が
事
実
。
し
か
し
、
虎

（
徳
川
家
）
の
威
を
借
る
狐
（
上
野
介
）
に
は
、

誰
も
何
も
言
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事

実
を
、
上
野
介
を
擁
護
す
る
作
家
や
吉
良
町
の
役

場
の
方
々
は
、
ど
う
弁
解
す
る
の
か
。
泥
棒
が
名

君
と
は
あ
き
れ
て
二
の
句
が
継
げ
な
い
。
ど
こ
の

部
分
が
名
君
な
の
か
一
日
も
早
く
、
第
三
者
の
調

査
で
証
明
し
て
ほ
し
い
。
内
匠
頭
を
バ
カ
呼
ば
わ

り
、
討
入
り
を
テ
ロ
呼
ば
わ
り
す
る
の
を
止
め
な

い
限
り
、
我
々
研
究
グ
ル
ー
プ
も
頑
張
っ
て
行
く

し
か
な
い
。

　

編
集
者　
　

中
島
康
夫
（
企
画
・
編
集
・
検
証
）

　
　
　
　
　
　

荻
原　

栄
（
編
集
）
冨
岡　

克
（
校
正
）

　
　
　
　
　
　

㈱
正
大
印
刷
社　
（
印
刷
）
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